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しんこうじ/ 

駅前から松尾問、原町と続く大通りが新 固までのびたのは昭和 4年。房山 ・木町の交差点か ら4じへ新し

くあいた大通りには、すずらんlf~のモダンな街灯カ、ついて「すずらん通リ」とよは、れた。
この通りと平行した東側の旧道カ、「しんこうじ」、下房山の通りを曲ったところに、昔は大星神社の五

反のはりがたったものだという。この道が大星神社へ向う道、 「しんこうじ」はつまり「神ノト路」、もっ

と古くは大星の神が里宮へ通われる「神幸路」だったかもしれない。

いつのころからか、字は新小路と書かれるようになったが、字面とは逆に、1'U:州也、浄楽寺門前など、

古い面影を残している。(上田の小道おわり)

止

)

匹

匹

カ

持

越

て

き

ま

せ

ん
て

し
た
の
で
、
お
わ
び
し
て
本
号
に
抽
出
制

い
た
し
ま
す
。

市民と市長の日

「市民と市長の日」を10月l日(，1)午

前 9時から午後 4時まで、市役所3階
市長室で行います。お気軽におて♂かけ
くださし、。

農地問題相談日

「農地問題相談」を10月l日{/日午前

8時30分から午後 5時まで、市役所2

階農業委員会事務局て‘行し、ます おμ
軽におでかけください

主な内容
緑と水の自然運動公回府々と建設進む 1 
今年は遊歩道、フィールドアスレチ y クを建設l…… .2ページ
ゴミの出し万に注意しましょうー..........................・・・・ーーー・ 3ページ
石油類の違反貯蔵に注意しましょう・ー・・・・・・・ーー・・・ ..............4ページ
ごぞんじですか小規模企業共済と 1
中小企業倒産防止共済 f一一一一一一一一一………… 5ページ

必ず受けよう犬の登録と予防注射・・・・・・・・・・・・・・ーー・・・・・・ーー・・・ーーー6ページ
熱戦をくりひろげた学童聖子球大会 1
にぎわった花火大会 J………………………… 7ページ

異国の夜を盆踊りで楽しんだ l
ルーマニアの活者たち j…ー一一…ー…・一一一一一一… 8ページ

生活特集.....・・・・・・・・・・・・........ーーー・・・・・ーーー・・・・・・ー ・・ー・・・・・・ 特集 1- 4ページ
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々と建設搭造事3
と*の自然運動公

えつ...... ~ 799号 (盟諸説A23)一一一広報

完戚目指しゴ
ミ
は

フィールドアスレチックを建設今年は遊歩道、

市
民
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
総
合
施
設
「
上
田
市
自

然
運
動
公
園
」

(
塩
田
地
区
下
之
郷
地

籍
)
は
、
十
九

・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広

大
な
山
林
に
、
完
成
し
た
プ
ー
ル
ゾ

ー

ン
を
は
じ
め
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス

レ
チ
y

ク
、
運
動
広
場
、
総
合
体
育
館
な
ど
五

十
六
年
度
完
成
を
目
指
し
て
事
業
が
進

ん
で
い
ま
す
。

家
族
や
仲
間
と

い
っ
し
ょ
に
楽
し
も
う

五
十
四
年
度
の
主
な
事
業
計
画
は
、

遊
歩
道
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ

ッ
ク、

子
供
の
広
場
、
運
動
広
場
な
ど
の
建
設

で
、
事
業
費
は
約
一
億
五
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

遊
歩
道
は
、
道
幅
二
・
四
メ
ー
ト
ル
、

総
延
長
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
家
族

連
れ
や
仲
間
で
山
々
の
風
景
を
楽
し
み
、

ま
た
、
動
植
物
の
生
態
な
ど
を
観
察
し

な
が
ら
の
ん
び
り
と
散
歩
で
き
る
気
軽

な

ハ
イ
キ

ン
ク
コ

l
ス
で
、
途
中
に

展
望
台
や
休
憩
所
を
設
け
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
は
、
よ

じ
登

っ
た
り
滑

っ
た
り
、
楽
し
み
な
が

ら
体
力
づ
く
り
が
で
き
る
も
の
で
、
丸

太
、
ま
た
は
丸
太
と
ロ

l
プ
を
組
合
せ
る

な
ど
し
た
設
備
が
三
十
五
か
所
あ
り
、
順

序
よ
く
一
ま
わ
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

子
供
の
広
場
は
、
約
三
千
平
方
メ
ー

ト

ル
の
戸
仏
且
吻

仁
、
コ

Y
F
リ
l
l
ト
制
匹
の

動
物
や
遊
具
な
と
を
置
き
、

休
憩
所
阜

芝
生
広
場
を
設
け
、
子
供
た
ち
が
自
由

に
楽
し
く
遊
べ
る
広
場
で
す
。

運
動
広
場
は、

縦
九
十
メ
ー
ト
ル
、

横
百
十
五
メ
ー
ト

ル
、
面
積
約

一ヘ

ク

タ
ー
ル
の
広
場
で、

野
球
や
サ

ッ
カ
ー

な
ど

の
球
技
が
楽
し
め
ま
す
。

五
十
五
年
度
か
ら

総
合
体
育
館
建
設
へ

五
十
五
、
五
十
六
年
度
の
主
な
事
業

計
画
は
、
総
合
体
育
館
の
建
設
で
す
。

総
合
体
育
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
鉄
骨
を
組
合
せ
た
三
階
建
て
、
延

面
積
約
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
で
、

パ
レ
!
、
バ
ス
ケ

ッ
ト、

パ
ト
ミ
ン
ト

ン
、
卓
球
な
ど
の
球
技
が
楽
し
め
ま
す
。

五
十
三
年
度
ま
で
に
完
成
し
た
主
な

施
設
は
、
一
周
二
百
四
十
メ
ー
ト
ル
、

幅
八
メ
ー
ト
ル
の
流
水
プ

l
ル
。
高
き

六
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
二
十
七
メ
ー
ト
ル

の
ス
ラ
イ
タ
ー
プ

l
ル
。
だ
円
型
を
し

た
児
童
用
の
徒
歩
プ

l
ル
。
直
径
九
メ

ー
ト
ル
の
円
型
幼
児
プ

l
ル
。
更
衣
室
、

監
視
塔
な
ど
の
あ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
階
建
て
の
管
理
棟
。
タ
ッ
チ
パ

ン

が
つ
き
、
公
認
め
水
泳
競
技
大
会
も
開

け
る
九
コ

l
ス
の
五
十
メ
ー
ト
ル
競
泳

プ
ー
ル
と
専
用
の
管
理
棟
な
ど
で
、
事

業
費
約
六
億
五
千
二
百
万
円
を
費
や
し

ま
し
た
。

す
べ
て
完
成
す
る
と
、
緑
と
水
の
豊

か

わ
川?
自
炊
川
町
吉
車
齢
則
八
ム
闇
闘
い
い

b
u
n
-
、
ス
ぷ
小
l
l

-
産
業
廃
棄
物
。
工
場
、
事
業
所
、
食

品
加
工
な
ど
生
産
過
程
に
と
も
な

っ

て
出
る
ゴ
ミ。

フ臼

上田市自然運動公園施設建設予定図ツ
に

レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
に
、
ま
た
、

令
革
肱
眠
時
亜
仇
札
の

い

こ

い

の
協
吻
ト
「
し
て
、
求
刑
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n叫
d

司

t第一

市

が

収

集

す

る

ゴ

は

日

常

の

家

則
前
庭
生
活
の
中
か
ら
出
さ
れ
る
内
家
庭
ゴ

同
門
抽
開

ロ
僻
ミ
'
だ
け
で
す
。

年
郵

抑
一
増
収
集
場
所
へ
出
す
ゴ
ミ
は
、
燃
え
る

ぽ
ゴ
ミ
と
危
険
物
(
燃
え
な
い
ゴ
ミ
)
に

一
区
分
け
し
て
、
午
前
八
時
三
十
分
(
塩

一
田
・
川
西
地
区
は
午
前
八
時
)
ま
で
に

だ

収

集
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
え
区
分
け
の
方
法
は
下
表
の
と
お
り
で

-
フ
す
。
ま
た
、

収
集
場
所
は
、
地
区
の
顔

昆

で

す

。
当
番
制
な
ど
を
つ
く
り
、
清
潔

+
g
+
 

広口
u

cu 

同
一円

n
H
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・

R
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Z京
守

刀
口qu 

子
供
の
広
場
は
、
約
三
千
平
方
メ
ー

ト
ル
の
広
場
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

ゴ
ミ
は

(燃
え
な
い
ゴ
ミ
)

燃
え
る
ゴ
ミ
と
危
険
物
に

区
分
し
て
だ
し
ま
し
ょ
う

待望の

上岡市農村環境改善センター

10月3日開館
長い間あ、待ちいただきました農村環境改善セン

ターが10月 3日開館します。

この施設は農村の生活環境の改善を目的 とした

広範囲な活動に利用される多目的施設です 。 こ の

改善センターは入浴施設も備えた全国でも類の無

しミ施設で、各種の会議、研修会、結婚式、レクリエ

ーションの場としでお気軽にご利用くださしミ。

な
環
境
を
た
も
つ
よ
う
み
ん
な
で
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

市
が処

理
で
き
な
い
ゴ
ミ

次
の
ゴ
ミ
は
、
市
で
処
理
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
絶
対
に
だ
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

は
、
制
和
田
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

(
宮
⑫
二
二
五
二

す
べ
て
完
成
す
る
と
、
緑
と
水
の
豊

か
な
自
然
運
動
公
園
に
な
り
、
ス
ポ
|

-
産
業
廃
棄
物
。
工
場
、
事
業
所
、
食

品
加
工
な
ど
生
産
過
程
に
と
も
な

っ

て
出
る
ゴ
ミ
。

2
電
気
せ
ん
た
く
機
、
テ
レ
ビ
、
ス
テ

レ
オ
、
冷
蔵
庫
、
電
子
レ
ン

ジ
な
ど

の
家
庭
電
気
製
品
。

3
バ
イ
ク
、
タ
イ
ヤ
、
農
機
具
、
流
し

台
、
応
接
セ
y
卜
、
便
器
、
ふ
ろ
お

け
、
塗
料
・
廃
油
な
ど
の
空
カ
ン
。

4
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
ナ
イ
ロ
ン
、
農

薬
な
ど
の
薬
品
の
ビ
ン
類
。

毒
物
、
劇
物
の
空
ピ
ン
な
ど
は
、
危

険
物
と
し
て
廃
棄
す
る
と
、
法
律
に
よ

っ
て
罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
絶
対
に
だ

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

1
清
掃
事
務
所
(
宮
⑫

O
六

六
六
)

室 名 収容人11 Jl1 H月

多目的ホ ー ル 脱獄、発表会、各樋ノ、ー ティ 音楽会

ステー ン付き
275人

体力テ スト 卓球 パ トミノ トノ

第一会J揮室(fli室) 18 小会議休養各組作法結婚式健室

第一会J控室(杭l室) 18 小会議休養各級作法結絡式控室

第 m 会議室(和室) 会活研修会 1木選
ステ ージ付き

50 
敬老会主 ど

保健'ii: ~盟主 F防接栂集団検診保健相淡

階 料fll!実習室 30 料理実腎講習

9jチ立 ザ 浴 室 f吾遡水 木DIil(7イ7ロパス迎行)

視聴党釜 40 .!見聴覚結婚式場

二 生活改持実F号室 30 会治家事実習研修

μl ~} 釜 20 附究

F皆資 料 室 資料展示

~ヰ， M (1事室 50 会議研修発表会

11{ l' (レ->>;テニスコート 練習試合 ( 面)

外 u 地1 大型パス駐車可能 (内通'F-70f:;)

(施設のあらまし)

館0休

ツ
に
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
、
ま
た
、

家
族
連
れ
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
、
市

民
み
ん
な
の
オ
ア
シ
ス
と
な
る
こ
と
で

l
』
よ
4
J
。

燃えるゴミ 危険物(燃えないゴミ)

新聞紙、雑誌、ダン 空カ ン、その他の金

紙くず
ボールなど、資源と 物。 トタン類な ど大

しで利用できるもの 金属くず きな ものは、 50cm以
はださない。 内に切 り、直径30cm

家具、値木など。こ のたばにする。

木くず
わして50cm以内にし ガフス・ビ 茶わん、皿、 植木パ

直径30cmのたばにす ン・陶器類 チ、 ピン類など

る。 フ。ラスチ yク、ピニ

植物性、動物性の残 ール、 ナイロン、発
勝手くず

り物。水分を良く切 プラスチ ッ
j包スチロール、 合成

(残飯など)
って新聞紙につつむ。

ク類
ゴム、その他の石油

繊維くず ポロ布 製品

コム 類 長ぐつなど

ゴミの区分け方法0利用の手続

0申込み 先

(利用あんない)

0平IJ用時間 午前9.00-午後10.00 (日問日、国民の祝

日は午前9.00-午後5.00)

毎週月陥日、国民の祝日の翌日 (この日が

月限にあたるときはその翌日)12月28日か

ら1月3日

団体の場合、 3目前までに使用許可申請書

で申込みます。 その他は当日受付へお申込

みください

上田市大字芳田字長峰1262一 1(〒386-01)

上田市農村環境改善センター

TEL(35) 2840 有線(2)3678

0風呂のマイクロパス は10月下旬か11月から運行の予定で

す。

0結婚式場の申込みは上野が丘公民館 ft(24) 0659、また

は当セ ンターにお問い合せ下さい。

1.ゴミを入れる容器は、紙袋、ダンボール箱ですが、危険

物に限 っ てビニール袋も使えます。

2.ゴミは、 一 人で持ち運びできる程度(l5kg以 F)の大き

さにして、なわ、ひもなどでくず、れないようによ くしば

っ てくださし、。

3.残 飯 な ど の 生 ゴ ミ は 、 で き る 限 り 庭 、 畑 な ど に 姥めてく

ださし、。 肥料として有効に使えます。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

休
館
日
が

日
曜
・
祝
日
に
変
わ
り
ま
す

〈叩
月

1
日
か
ら
〉

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
が
、

十
月

一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
、
①
毎
週
月
陥
日
②
園
長

の
祝
日
の
翌
日
③
国
民
の
祝
日
の
翌

日
が
月
曜
日
に
あ
た
る
と
き
は
、
そ

の
翌
日
が
休
館
日
で
し
た
が
、
十
月

一
白
か
ら
日
曜
、
祝
日
が
休
館
日
と

な
り
ま
す
。
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お知らせ

8月26日、市営球場で市長杯争奪早起き

iソフトボーjレ大会決勝戦が行われました。

:今年は53チームが参加し、熱戦の末、踏入

iチームが優勝し市長杯を手にしました。

石
油
類
の
届
け
出
は
す
み
ま
し
た
か

ま
だ
の
人
は
至
急
届
け
出
し
ま
し
ょ
う

〈石
油
類
の
違
反
貯
蔵
に
注
意
〉

えつ
ロ岡山町

+
写
+

広

一
定
畳
以
上
の
石
油
類
を
貯
蔵
し
た

一

り
、
取
扱
う
場
合
は

H

上
小
広
域
火
災

一

予
防
条
例
H

に
よ
り
届
け
出
な
け
れ
ば

町
切
な
り
ま
せ
ん
。

協

ま

だ

、
届
け
出
を
す
ま
せ
て
い
な
い

巾
ゆ

副
文

咋
酬
人
は
、
至
急
届
け
出
で
く
だ
さ
い
。

棚
引
必
要
以
上
の
貯
蔵
は
危
険
で
す
の
で

/
ぺ

や
め
ま
し
ょ
う
。

一
届
け
出
が
必
要
な
主
な
石
油
類

一

ガ
ソ
リ
ン
H

二
十
リ
ッ
ト
ル
か
ら
九
十

一

九

リ

ッ
ト
ル
。

号

灯

油

H
H
百
リ

ッ
ト
ル
か
ら
四
百
九

間

十

九

リ

ッ

ト

ル

。

第

重

油

1
四
百
リ
y
ト
ル
か
-
り

一
千

戸

九
百
九
十
九
リ
7

ト
・
:

訪
問
販
売
な
ど
は

前
記
以
上
の
量
を
貯
蔵
し
た
り
、
取

扱
う
場
合
は
、
消
防
法
に
よ
り
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

〈届
出
先
・
お
問
合
せ
〉

上
田
消
防
署

(
宮
⑫
二
五

O
一
有
線

②

O
八

一
一
)

川
辺
分
署

(
宮
⑫
五

O
四

O
有
線
③

三
O
七
O
)

東
北
分
署

(
宮
⑫
二
六
七

O
有
線
②

五
三

O
O
)

塩
田
分
署
(
宮
⑮
三
O
O五
有
線
二

O
三
四
)

川
西
分
署

(
宮
⑪
一二

O
九
有
線
③

O
O
九
二
、
二
O
三
三
)

一
農
地
を
ほ
か
の
目
的
に
一

一
使
用
す
る
と
き
は
注
意
を
一

農
地
を
宅
地
、
駐
車
場
、
植
林
な
ど

ほ
か
の
目
的
に
使
用
す
る
場
合
は
、
農

地
法
に
よ
り
県
知
事
の
許
可
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
近
年
、
農
業
の
兼
業
化
が
進

み、

山
林
周
辺
の
農
地
は
遊
休
、
荒
廃

化
が
ふ
え
、
こ
れ
ら
の
農
地
に
無
断
で

植
林
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

許
可
を
受
け
ず
に
植
林
な
ど
ほ
か
の

目
的
に
使
用
し
た
場
合
、
農
地
法
に
よ

り
期
限
を
定
め
て
、
現
状
回
復
の
措
置

を
取
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
H
農
業
委
員
会
事
務
局

(
宮

⑫
四

一
O
O内
線
三
三
六
)

一
ゆ
ず
り
あ
い
で

一

一
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
一

一
秋
の
交
通
安
全
運
動
一

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
、
九
月
二
十

一
日
幽
か
ら
同
月
三
十
日
間
ま
で
の
十

日
間
、
全
国
い

っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す。

今
同
の
運
動
は、

1
、
子
供
と
老
人
の
交
通
事
散
防
止
。

月
額
約
十
八
万
円
(犯人の標準室)

の
安
全
利
用
の
促
進
。

3
、
安
全
運
転
の
確
保
と
シ
l
ト
ベ
ル

ト
着
用
の
推
進
。

の
三
点
が
重
点
に
な

っ
て
い
ま
す
。

道
路
を
利
用
す
る
人
み
ん
な
が
交
通

ル
l
ル
を
守
り
、
お
互
い
に
ゆ
ず
り
あ

っ
て
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
ま

1
U
ト

47
「ノ
。

交
通
安
全

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

大
き
く
広
げ
る

O
せ
ま
い
道

り
あ
い

O
曲
り
か
ど

れ
て
る

O
や
っ
て
る
か
い

右
左

い
つ
も
危
険
が

一
度
止
ま

っ
て

訂

正

お

わ

び

「
広
報
う
え
だ
」
九
月

一
日
発
行
の

第
七
九
八
号

「
く
ら
し
を
守
る
あ
な
た

の
国
民
年
金
」
欄
の
、
今
月
は
じ、

八

月
分
の
納
入
円
は
、
じ
、

八
、
九
月
分

の
納
入
月
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す。

タ
バ
コ
は

市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
一

ゆ
ず

か
く

一

乳

幼

児

一

一

し

健

康

診

査

一

一

三

歳

旧

ノ

一

十
月
の
乳
幼
児
、

三
歳
児
健
康
診
査

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
聞
は
い
ず

れ
も
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十

分
。
た
だ
し
、
四
・
九
か
月
児
は
二
時
。

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

表程口同査診康健日
ん歳

会比j
市健 康 市 ~印母子

七ンター 健康七ノター

地区 嵐 出 金区

lJ 

児SZ 1l 51 1ドYII生 51年9.10fl生
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司/第一

訪
問
販
売、

通
信
販
売
、
割
賦
販
売

一

で
品
物
を
口
う
時
は
、
後
日
の
ト
ラ
プ

一

ル
が
多
い
の
で
必
ず
契
約
書
を
よ
く
読

一

み
ま
し
ょ
う
。

、‘2.
，J

m別
枠
に
、
大
型
商
品
を
買
う
場
合
は
、

叫
附
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
確
認
も
忘
れ
な

年
鄭

市
刷
樋
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
c

白
川
崎
。

川
W

欠
陥
商
品
や
不
良
品
を
買

っ
た
場
合

一

は
、
市
役
所
生
活
交
通
謀
生
活
係
へ
連

1
/
給
し
て
く
だ
さ
い
。

(
宮
⑫
四

一
0
0

1
内
線
二
七
七
)

件
泣
き
寝
入
り
は
、
悪
い
商
法
を
は
び

‘
だ
こ
ら
せ
る
結
果
に
な
り
ま
す
。

-え-つ
ロ
悶
悼

式
学広

寸

J
lpo

 

噌

E
A

n
H
d
 

年4
・

Fh
d
 

τ小
!

刀
日

市

'
A

訪
問
販
売
な
ど
は

契
約
押
印
を
慎
重
に

川
西
分
署

(
宮
⑪
一二

O
九
有
線
③

O
O九
二
、
二

O
三一
ニ
)

今
回
の
運
動
は
、

1
、
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止
。

ワ
ι
、

白

同

r報
官
早
恥
相
ト
A
F

，叫
V
宙
服
齢
制
蝿
需
品
川
白
同
「
鞍
官
早

月

額

約

十

八

万

円

(

犯

人

の

標

準

家

庭

)

市
民
の
生
活
費

〔
東
京
と
比
較
月
額
一
万
二
千
円
低
〕

〈生活交通課〉

私
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
を
営
む
た

め
、
食
品
や
衣
料
を
買

っ
た
り
、
家
を

修
理
し
た
り
、
パ
ス
に
乗
っ
た
り
、
授

業
料
を
払

っ
た
り
、
多
く
の
お
金
を
使

っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
上
田
市
の
物
価
は
、
他
市

に
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の

か
、
ま
た
、
月
々
ど
の
く
ら
い
の
生
活

費
が
必
要
な
の
か
な
ど
、
市
民
の
生
活

費
を
調
査
L
て
み
ま
し
た
。

マ
東
京
都
と
の
生
活
費
の
格
差

(
1
図
)

東
京
都
と
比
べ
た
場
合
の
生
活
費
は
、

消
費
支
出
の
少
な
い
品
目
(
東
京
都
よ

り
物
価
の
安
い
品
目
)
が
多
く
、
金
額

の
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、

逆
に
、
消
費
支
出
の
多
い
品
目

(東
京

都
よ
り
物
価
の
高
い
品
目
)
は
、
少
な

く
、
金
額
も
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。全

体
で
は
、
東
京
都
よ
り
年
額
、
十

四
万
四
千
四
百
八
円
支
出
で
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

マ
長
野
市
と
の
生
活
費
の
格
差

(
2
図
)

長
野
市
と
比
べ
た
場
合
の
生
活
費
は
、

消
費
支
出
の
少
な
い
品
目
と
消
費
支
出

の
多
い
品
目
と
も
ほ
と
ん
ど
差
は
あ
り

ま
せ
ん
。

金
額
的
に
も
あ
ま
り
変
化
な
く
、
全

体
で
も
年
額
に
し
て
長
野
市
よ
り
、
四

十
八
円
支
出
が
多
く
な

っ
て
い
る
程
度

で
す
。

こ
れ
ら
を
身
近
か
な
消
費
物
資
で
み

る
と
、
支
出
の
少
な
い
品
目
は
「
家
賃

(
対
東
京
都
)
」
「
珠
算
月
謝
」
「
幼

稚
園
保
育
料
」
「
ガ
ス
代
」
「
米
代
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
支
出
の
多
い
品
目

は
「
り
ん
ご
」

「
水
道
工
事
費
」
「
婦

人
既
製
服
」
「
自
動
車
教
習
料
」
「
家

賃

(対
長
野
市
)
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
標
準
家
庭

(三

・
八

人
)
の
生
活
費
は
、
食
品
五
万
九
千
七

百
七
十
三
円
、
衣
料
品

一
万
三
千
七
百

七
十
八
円
、
そ
の
他
の
商
品
二
万
六
十

六
円
、
雑
費
三
万
二
千
五
百
二
十

一
円

調
査
対
象
外
品
目
五
万

一
千
九
百
九
十

六
円
と
な
り
、
月
額
十
七
万
八
千
百
三

十
四
円

(
五
十
四
年
二
月
現
在
)
と
推

定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
五
十
二
年
五
月
に
調

査
し
た
物
価
と
今
年
二
月
の
長
野
市
の

標
準
生
計
費
な
ど
を
修
正
し
て
利
用
、

全
品
目
の
七

O
%を
調
査
対
象
と
し
て

商品別長野市比較(年間)

6α泊1'1
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一

行
な
い
ま
し
た
。

引
長
野
市
の
数
字
を
用
い
た
の
は
、
長

一

野
市
、
松
本
市
は
、
国
の
統
計
調
査
の

一

指
定
を
受
け
、
定
期
的
に
物
価
調
査
や

怯
物
価
指
数
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

川
上
田
市
は
向
指
定
外
で
定
期
的
な
調
査

叫

が

で

き
な
い
た
め
、
上
田
に

一
番
物
価

仰
な
ど
が
近
い
長
野
市
を
選
ん
だ
た
め
で

柿

す

。
一
悪
質
な

-

方

自

q
反
官
こ

集

?

到

w
m
w
m
男子
l

土

寸

‘

.

‘

注
意
し
よ
う

だえ

お
お
む
巳
巳
ロ
ロ
む
ロ
ロ
む
む
信
担

う

ね
長
'審
判
応
嘗
撃
証
諸
君
い
応
野
帳
台
U
Nh

R
以

durv
馴
割
以
い口
凶
開
同
リ
U
、M
M
M
NV
U
レ
制
L
R
U
M
L
P
ι

リレベ
U
し

之
輔
+

子
炉
ーア
明
恒
判
例
恥
竹
矧
湖
判
例
か
伺
刷
泊
網
例
恥
何
回
明
酒
場
例
恥

何

?

川
村
刈
代
刈
代
刈
代
坤
ペ
4
パ
岬
パ
岬
ペ
岬
ペ
岬
N

4
ペ
司
パ
付
パ
4
d
q

よ
鉱
員
総
郎
幹
A

一

羽
お
お
私
心

共
機
関
の
名
を
使
い
、

催

町
刑

制
組
自
明
卦

眠
的
商
法
で
な
か
ば
強
制

総

収
禍
羽
明
治

的
に
、
高
値
で
売
り
つ
日け

時

立

組

側

掛

る
な
ど

・

『悪
質
な

射

殺

偽

タ

訪
問
販
売
』
に
対
す
る
苦

/
「
附
が
増
え
て
い
ま
す
。

一

最
近
の
苦
情
相
談
か
ら
特
徴
的
な
も

一

の
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
。

一

日

以
県
外
ナ
ン
バ

ー
の
車
で
反
物
を

主

'

E園
，

E

・・・
・

手
円
μ
売
り
に
き
た
。
特
別

一
反
サ
l

内
ピ
ス
す
る
と
言
う
。
価
格
は
十
二
万
円
。

第

不

安

は

あ

っ
た
が
今
日
は
、

手
待
ち
の

戸

お
金
だ
け
で
よ
い
と
言
わ
れ
、
五
万
円

生
活
費
の
上
手
な
使
い
方
は

主
婦
の
腕
し
だ
い

物
価
が
上
が
れ
ば
、
支
出
が
多
く
な

る
の
は
当
然
で
す
が
、
生
活
費
の
支
出

の
増
減
は
、
物
価
だ
け
で
な
く
実
際
に

生
活
の
中
で
消
費
す
る
品
物
の
量
が
、

大
き
な
影
響
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
注

を
払
い
残
り
は

一
か
月
後
と
言
う
条
件

で
買
わ
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
呉
服
庖
で
見
て
も
ら
っ
た

ら
一
万
二
千
円
程
度
の
粗
悪
品
だ
と
い

わ
れ
自
分
の
m
咽
掛
か
さ
を
知
っ
た
。
五
万

円
は
あ
き
ら
め
る
と
し
て
も
残
り
の
七

万
円
は
、
払
う
気
に
な
れ
な
い
。

町

川
一
農
道
を
帰
宅
途
中
、
前
方
の
県

一回
F
-qι
=

河
K
一
外
ナ
ン
バ

ー
の
車
に
呼
び
と
め

ら
れ
、
道
を
尋
ね
ら
れ
た
後
、
問
屋
へ

の
納
品
の
帰
り
だ
が
残
り
の
品
だ
か
ら

と
英
国
製
の
紳
士
服
、
市
価
七
万
円
を

三
万
円
に
す
る
と
、
言
葉
巧
み
に
車
に

誘
い
込
ま
れ
、
な
か
ば
強
制
的
に
買
わ

さ
れ
た
。
畳
間
み
た
ら
高
級
品
と
は
ほ

ど
遠
い
組
悪
品
だ

っ
た
。

都
内
の
ス

ー
パ
ー

一
庖
当
り
、

四
十

ロ
l
ル
入
り
、
六
千
パ
ッ
ク
を
売
り
出

し
た
の
で
す
が
、
そ
の
結
果
は
、
貿
い

意
し
て
見
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

家
計
の
生
活
実
感
か
ら
、
あ
る
物
価

が
大
幅
に
上
が
っ
た
の
に
、
消
費
者
物
価

指
数
は
下
が

っ
た
と
不
思
議
が
る
消
費

者
も
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
消
費

支
出
の
割
合
が
少
な
い
物
資
の
価
格
変

動
は
、
全
体
の
生
活
費
の
な
か
で
そ
れ

ほ
ど
影
響
が
な
い
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
石
油
製
品
な
ど
の
値
上

日

汁
一
公
民
館
で
健
康
食
品
の
講
話
が

-m
F
{q
J
}
一

日

K
一
あ
る
と
聞
い
て
行

っ
て
み
た
。

一
通
り
話
が
あ
っ
た
後
、
景
品
と
し
て

家
庭
用
品
を
何
点
か
も
ら
っ
た
ほ
か
、

包
丁
セ

y
ト
(
六
千
五
百
五
十
円
の
表

示
)
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
と
い
わ
れ
、
衝

動
的
に
高
麗
人
じ
ん
茶
を
三
万
六
千
円

で
買
わ
さ
れ
た
。
景
品
を
も
ら

っ
た
り

し
て
、
そ
の
場
の
ふ
ん
い
気
に
の
ま
れ

て
貿

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
市
価
よ
り
相

当
高
い
の
で
返
品
し
た
い
。

日

川

U
ま
ず
、
不
安
が
あ

っ
た
ら
、

一問
題
点
一

日

げ

υ一は
っ
き
り
と
断
わ
る
勇
気
を

持
つ
こ
と
で
す
。
あ
い
ま
い
な
態
度
を

と
る
と
つ
け
込
ま
れ
ま
す
。

前
記
の
三
例
は
、
い
ず
れ
も
訪
問
販

売
法
の
適
用
を
受
け
、
契
約
日
か
ら
四

消
費
者
は
、
買
い
だ
め
が
必
要
な
時

こ
そ
、
買
だ
め
に
代
わ
る
行
動
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

が
り
に
と
も
な

っ
て
生
活
費
の
支
出
も

増
え
て
行
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

便
乗
値
上
げ
な
ど
な
い
よ
う
、
見
守
っ

て
行
く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
が
、
支

出
割
合
の
大
き
な
品
目
に
つ
い
て
ム
ダ

を
な
く
す
な
ど
、
生
活
の
中
で
消
費
量

を
減
ら
す
工
夫
も
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
・
フ
か
。

日
以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
撤
回

(
ク
|

リ
ン
グ
オ
フ
、
別
記
参
照
)
が
で
き
ま

す
。た

だ
、

例
①
②
の
場
合
は
、
販
売
者

が
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
法
律
違
反
の

問
題
は
あ

っ
て
も
撤
回
手
続
き
が
と
れ

ま
せ
ん
。

訪
問
販
売
な
ど
の
場
合
、
売
り
手
は

必
ず
身
分
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ク
l
リ
ン
グ
オ
フ
と
は

セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
家
庭
を
訪
問
し

た
り
、
路
上
な
ど
で
言
葉
巧
み
に
商

品
を
売
り
つ
け
る
こ
と
が
多
く
な

っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
必
要
な
も
の

で
も
な
い
の
に
、
そ
の
場
の
ふ
ん
い

気
で
つ
い
購
入
の
契
約
を
し
て
し
ま

い
あ
と
で
後
悔
す
る
と
い

っ
た
経
験

を
お
持
ち
の
方
は
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま

せ
ん
か
。

ク
l
リ
ン
グ
オ
フ
と
は
、
こ
ん
な

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
制
度
で
す
。

• 278 

心配ごと

お受けし て

ん
も
、
名
刺
だ
け
で
な
く
自
動
車
免
許

証
や
身
分
証
明
書
な
ど
の
提
示
を
求
め
、

身
分
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
か
ら
商
談
に

応
ず
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
態
度
が
あ
や
し
い
と
思

っ
た

ら
、
車
の
ナ
ン
バ

ー
な
ど
を
記
録
し
て

お
く
の
も
良
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

す
ぐ
市
役
所
二
階
の
生
活
交
通
課
生
活

係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

(
宮
⑫
四

一
O
O内
線
二
七
七
)

例
③
の
場
合
は
、
公
会
堂
な
ど
を
利

用
す
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
、
自
治
会

の
許
可
を
得
て
い
る
こ
と
を
口
実
に
す

る
業
者
も
い

ま
す
。
公
共
施
設
は
、

県
外
な
ど
の
訪
問
販
売
業
者
に
は
貸
さ

な
い
、
と
い

っ
た
地
区
の
取
扱
い
も
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

市
民
の
苦
情
を
断
ち
切
る
た
め
に
も

公
共
施
設
の
貸
与
は
慎
重
に
行
い
ま
し

ょ弓ノ
。

こ
の
制
度
は
、
契
約
し
て
し
ま

っ

て
も
一
定
期
間
内

(
割
賦
販
売
や
訪

問
販
売
は
四
日
以
内
)
な
ら
、
無
条

件
で
解
約
で
き
る
制
度
で
す
。

し
か
し
、
商
品
購
入
の
契
約
を
す

る
時
は
、
よ
く
注
意
し
、
心
の
ス
キ

に
つ
け
こ
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

全
額
を
支
払

っ
て
し
ま

っ
た
場
合

や
食
品
、

化
粧
品
な
ど
の
封
を
切

っ

た
り
、
使
い
か
け
に
し
た
も
の
は
、

ク
l
リ
ン
グ

オ
フ
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

談にも応 じ

る) (毎月

1時30分 ~

午前10時一



せ
ん
か
。

ク
l
リ
ン
グ
オ
フ
と
は
、
こ
ん
な

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
制
度
で
す
。

た
り
、
使
い
か
け
に
し
た
も
の
は
、

ク
1
リ
ン
グ
オ
フ
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

前
ピ
ス
す
る
と
一
言
う
。
価
格
は
十
二
万
円
。

第
不
安
は
あ
っ
た
が
今
日
は
、
手
持
ち
の

F

B
金
だ
け
で
よ
い
と
言
わ
れ
、
五
万
円

さ
れ
た
。
畳
間
み
た
ら
高
級
品
と
は
ほ

ど
速
い
粗
悪
品
だ
っ
た
。

と
る
と
つ
け
込
ま
れ
ま
す
。

前
記
の
三
例
は
、
い
ず
れ
も
訪
問
販

売
法
の
適
用
を
受
け
、
契
約
日
か
ら
四

消
費
者
は
、
寅
い
だ
め
が
必
要
な
時

こ
そ
、
買
だ
め
に
代
わ
る
行
動
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

「
過
剰
と
い
わ
れ
た
品
物
が
、
一
夜

に
し
て
不
足
す
る
の
は
お
か
し
い
4

ま
ず
、
疑
問
を
投
げ
か
け
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

競
っ
て
庖
頭
に
列
を
作
る
よ
り
も
、

本
当
に
品
物
が
不
足
し
て
い
る
の
か
確

め
る
こ
と
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
し
ょ

ャ
「
ノ
。

市民相談室では行政をはじ め、心配ごと

交通事故など、あらゆる相談を お受けして

います。

また、特別相談として法律相談にも応じ

ています。

圃法律相談(無料・弁護士による) (毎月

第 2第 4金曜日、午後 l時30分~

午後 3時30分)

0担当・・・上田弁護士会

圃行政相談(毎月第 2月曜日、 午前10時~

午後 3時)

0担当・・・上田地区行政相談委員ほか

悩みのない明るい楽しい生活をすごして

いただくため市民相談室を設置しています。

お気軽にご利用くださ ~)o 相談はすパて無
料で、秘密を厳守します。

都
内
の
ス
ー
パ
ー
一
底
当
り
、
四
十

ロ
l
ル
入
り
、
六
千
パ
ッ
ク
を
売
り
出

し
た
の
で
す
が
、
そ
の
結
果
は
、
買
い

だ
め
騒
動
が
あ

っ
た
こ
と
さ
え
疑
わ
せ

る
よ
う
な
情
景
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

通
産
省
の
集
計
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
こ
の
日
八
千
四
百
パ
ッ
ク
の
売
り

出
し
に
対
し
苅
売
れ
た
の
は
三
割
程
度

に
と
ど
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
同
d

n
u
d
 

司

i第、、
』J'

日
可

制
“
現

月
物

惚
便

年
郵

幻
種

和
3

昭
第

〆
r
i
、、

、、‘，
r

集土
寸

必
宮
守

，r
、、

対

四

十

八

年

の

石

油

パ
一
一
ツ
ク
引

-
つ
「
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
は
、
今
、
ト

報

イ

レ

に

あ

る

一
本
し
か
な
い
ん
で
す
。

広

い

つ

も

行

く
お
庖
が
売
り
切
れ
な
の
で

一

退

く
の
ス

ー
パ
ー
ま
で
行

っ
た
人
で
す

一
が
、

全
然
寅
え
な
い
ん
で
す
己
中
年
の

一

主
婦
は
困
惑
を
隠
し
き
れ
な
い
。

「
買

日
い
だ
め
が
物
不
足
の

一
因
と
い
わ
れ
て

F
O
 

則
も
、
い
ま
使
お
う
に
も
そ
れ
が
な
け
れ

9

ば
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
で
し
ょ
う
己
と

叫
若
い
主
制
は
、
整
理
券
を
手
に
何
と
か

F
h
d
 

和
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
確
保
し
た
い

切
と
夢
中
で
し
た
。

一

こ
の
年
の
十
一
月
下
旬
、
通
産
省
が

{
音
頭
を
と

っ
て
首
都
圏
に
ト
イ
レ
ッ
ト

。
ペ
ー
パ
ー
を
緊
急
出
荷
し
た
こ
と
が
あ

一

り

ま

す
。

買いだめのソ口バン勘乏1
よく考えてから

内線 276・278

お困りのときは

市民相談室ヘ

あとで後悔しないよう

おちついて

(22) 4100 

値
上
げ
・
物
が
な
い

あ
わ
て
ず
に
考
え
よ
う

相
年
当
時
の

パ
ニ
ッ
ク
を
教
訓
に

前
記
の
事
実
は
、
消
費
者
が
と
っ
た

賞
い
だ
め
の
自
衛
策
が
い
か
に
む
な
し

い
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
値
上
げ

を
招
い
て
し
ま
っ
た
か
を
教
え
て
く
れ

土
品

I
v
h
~

。

他
の
消
費
者
や
グ
ル
ー
プ
、
団
体
な

ど
と
連
絡
を
と
り
、
事
実
を
究
明
し
て

行
く
こ
と
が
騒
動
や
一
方
的
な
値
上
げ

を
防
ぐ
一
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

灯
油
な
ど
の
品
薄
、
値
上
が
り
が
言

わ
れ
て
い
る
現
在
、
四
十
八
年
当
時
の

教
訓
を
生
か
し
、
再
び
あ
の
よ
う
な
パ

ニ
ッ
ク
状
態
を
招
か
な
い
よ
う
み
ん
な

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

宮日本は石油のほとんどを海外からの輸入に依存していますが、

石油を輸入に依存していることは、ヨーロッパの国ぐにでも変わ

りません。しかし、エネルギー全体に占める石油の比率は、日本

がだんぜん高くな って います。安定供給のためにも灯油などの消

貨の節約をはかりましょう 。

100(%) わ海

れ外
てか
いら
るの
工事前
ネ入
ルで
ギま
|か

な

れ国
て内
い生
る産
工で
ネま
Jレか
ギな
|わ

喜べない世界一のタイトル

推進しよう省資源・省エネルギー

-各国のエネルギーおよび
石油の海外依存度(1973年)

資利:通商峨車両編 ran刷150年代的エオルギーJ

灯 j自 フ。ロノfン

(l8ii庖頭) ( 5 m') 

高 f直: 1， 100円 2，060円

安 値 954円 1，660円

平 均 1，016円 1，873円

7月25日
13% 12% 

値上がり率

灯油・プロパン価格情報
9月10日現在



と
、
周
囲
に
お
か
ま
い
な
く
日
常
的
に
、

ま
た
、
継
続
的
に
発
生
さ
せ
て
い
る
場

一

合

が

考

え

ら

れ

ま

す

。

一

多
く
問
題
に
さ
れ
る
の
は
後
者
の
場

.

合

で

す

。
隣
り
近
所
で
生
活
す
る
者
と

附

し

て

は

、

つ

い

我

慢

し

き

れ

な

く

な

り

引

苦

情

の

申

立

て

と

な

る

の

で

す

が

、

そ

昨

こ

の

と

こ

ろ

「

ヒ

ア

ノ

」

「

ガ

ス

爆

の

結

果

は

ど

う

で

し

ょ

う

。

術
庁
出
」
「
ハ
品
川
ト
出
ド
」
な
と
の
音
、が

う

る

騒

音

問

題

は

、

お

互

い

の

理

解

が

あ

川

町

さ

い

と

い

っ

た

騒

音

背

情

が

多

く

寄

せ

れ

ば

回

避

で

き

る

問

題

で

す

。

し

か

し

一

ら
れ
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
解
決
の
む
ず
か
し
い
問
題
で

一

騒

音

帯

情

は

、

年

聞

を

通

じ

て

多

発

も

あ

り

ま

す

。

一

の

傾

向

に

あ

り

ま

す

が

、

特

に

夏

期

に

騒

音

問

題

が

起

爆

剤
と
な

っ
て
、
近

集

集

中

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

隣
関
係
を
悪
化
さ
せ
た
り
、
問
題
は
解

土寸

「
持
い
か
ら
一戸

円

を

開

放

し

て

、

涼

決

さ

れ

た

と

し

て

も

、

気

ま

ず

い

思

い

什

し

い

胤

を

入

れ

た

い

」

「

山

苦

し

い

の

が

残

っ

た

り

、

ま

た

、
他
の
問
題
に
飛

だ

で
ど
う
し
て
も
眠
り
が
浅
い
」
。

こ

ん

び

火

し

な

い

よ

う

配

慮

し

な

が

ら

解

決

・え

な

と

き

寸

ヒ

ン

、

ポ

ン

」

「

ド

ン

」

「

ブ

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

か

ら

で

す

。

お

よ

と

い

っ

た

不

協

和

音

が

飛

び

込

ん

と

で

し

ょ

う

。

し

た

が

っ

て

、

騒

音

公

害

と

し

て

も

却

で
き
た
場
合
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
騒
音
を
発
生
さ
せ
る
原
因
は
、
緊
急

ζ
勺
え
に
く
く
、
行
政
指
導
も
で
き
か

↓

ぃ
。
だ
れ
で
も
い
ら
だ
ち
を
感
ず
る
こ
や
む
を
得
す
パ
偶
発
的
に
起
こ
す
場
合
ね
る
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

-

z
z
z
喜
三
至
宝
-

=

=

z

E

z

-

一

仁

主

幼
児
な
ど
が
転
落
し
た
と
き
、
長
い
暗
き
ょ
(
ト
ン
ネ
ル
)
の
中
へ
入
り
込
ん
で

初

3
H

能

川

し
ま
う
(
写
真
上
)
危
険
が
あ
る
と
の
情
報
を
受
け
、
早
速
設
置
者
に
依
頼
し
て

川

恥

川

ま

通

Z

ス
チ
ー
ル
製
の
ア
ミ
を
つ
け
ま
し
た
(
写
真
下
)

印

刷

さ

し

交

i

咽

.

川

町

剛

だ

く

活

か

凶

倒

れ

く

な

生

線

J
~

せ

を

・

内

一

寄

と

室

川

一

お

険

談

U

一

を

危

相

。
②

一

報

、

、

民

係

官

一

情

ら

市

活

(

口

行

の

か

=

9

所

場

先

河

個

の

絡

険

活

。
連

位

生

う

V
し
d

，eバ
u
w
p
:
(
t
e

つ
る
さ
い
と
思
っ
た
こ
と
は

〈
騒
音
と
苦
情
処
理
〉転キ

4 斗

危ないと思ったら!!

99月ーー

〆

-
N
'
h
i
v除
I
M
F
R

い‘

司・ - _ 

ヘ掛
金
〉

月
々
、
五
千
円
、

一
万
円
、

一
万
五

千
円
、
二
万
円
の
い
ず
れ
か
で
す
。

お
互
い
の

ゆ
ず
り
合
い
を
大
切
に

現
実
に
は
、
市
の
環
境
保
全
関
係
条

例
の
騒
音
規
制
に
該
当
し
な
い
か
ら
問

題
が
な
い
、
と
い
っ
た
対
応
を
さ
れ
て

い
る
場
合
が
ち
タ
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の

へ
ん
を
考
え
直
し
て
見
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

流
通
経
路
の
多
様
化
に
と
も
な
い

こ
こ
数
年
市
内
に
、
大
型
庖
が
幾
っ

か
出
白
、
さ
ら
に
出
庖
計
画
が
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。

庖
が
増
え
れ
ば
競
争
が
激
し
く
な

り
ま
す
が
で
r
l
割
引
き
H

な
ど
、
割

庖

問題に思う

E'h=U=園

型大
引
き
率
の
大
き
な
広
告
の
ほ
ん
と
う

の
値
段
は
と
疑
い
を
持
つ
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。

消
資
者
は
、
適
格
な
価
格
を
ど
う

受
け
と
め
た
ら
よ
い
の
か
、
ま
た
、

パ
ノ
ク
包
装
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
考
え

さ
せ
ら
れ
る
問
題
が
多
く
な

っ
て
い

V
料
理
教
室
企

コ
ー
ス
H
月
、
火
、
水
眼
コ

l
ス
。

定

員

H
H
各
コ

l
ス
と
も
二
十
四
名
。

近
隣
関
係
で
は
、
お
互
い
の
主
張
を

客
観
的
に
と
ら
え
、
ゆ
ず
り
あ
う
精
神

を
大
切
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

騒
音
苦
情
を
と
お
し
て
感
ず
る
こ
と

は
、
一
般
的
に
発
生
者
側
に
近
隣
者
へ

の
配
慮
が
た
り
な
い
場
合
が
目
に
つ
き

ま
す
。
も
う
一
度
、
自
分
の
周
囲
を
見

直
し
、
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
生
活
ル

ー
ル
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

ま
す
。「

良
い
物
を
安
く
販
売
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
消
費
者
の
要
望
は
ご
く

自
然
の
も
の
で
す
が
、
こ
の
要
望
に

対
す
る
販
売
屈
の
取
り
組
み
方
が
大

き
な
関
心
事
で
、
他
市
に
ひ
け
を
と

ら
な
い
消
針
者
の
利
益
が
は
か
れ
る

環
境
を
作
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

最
近
、
大
型
庖
出
庖
反
対
の
意
見

が
一
部
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
公
正
な

自
由
競
争
を
進
め
る
と
と
も
に
、
資

本
力
や
明
客
力
な
ど
の
弱
い
中
小
既

存
庖
の
現
実
に
も
目
を
向
け
、
地
域

で
盛
り
立
て
、
消
位
者
利
益
の
実
現

に
向
う
よ
う
配
感
し
て
行
く
こ
と
も

大
切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

販
売
府
と
消
費
者
と
い
う
-
遠
の

か
か
わ
り
合
い
は
、
地
域
の
連
帯
感

と
い
う
共
通
の
土
俵
の
な
か
で
、
相

互
理
解
の
立
場
に
た
っ
た
販
売
と
消

沈
の
活
動
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
意

義
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

ヘ
ら
'
ヘ
陶
刷

e

匂
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の

か

=

所

場

先

個

の

絡

険

活

。
連

他

生

う

危な

前
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

4

小
規
模
企
業
共
済
と

一
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済

一

l
早
目
に
手
続
き
を
H
H

川町

事
業
主
の

縦

退
職
金
制
度

制

小
規
模
企
業
共
済

一

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
事
業
主

一

の
退
職
金
制
度
で
す
。
一
年
以
上
掛
金

だ

を
か
け
る
と
、
事
業
を
や
め
た
り
、
役

・え

員
を
退
職
し
た
と
き
な
ど
に
支
払
わ
れ

ま
す
o

u
〈制
度
の
特
色
〉

幸

掛
金
は
所
得
控
除
さ
れ
ま
す
。

広

〈加
入
で
き
る
人
〉

一

常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
、

二
十
人

一

(
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
五
人
)
以
下

一

の
個
人
事
業
主
お
よ
び
会
社
や
企
業
・

一

協
業
組
合
の
役
員
。

印

〈掛
金
〉

日
月
々
、
最
低
二
千
円
か
ら
最
古
川
三
万

9

円
ま
で
(
五
百
円
き
ざ
み
)
の
範
岡
内

μ
で
、
内
由
に
掛
金
を
決
め
て
加
入
で
き

利
ま
す
。中

小
企
業
の

連
鎖
倒
産
未
然
防
止
に

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
は
、

予
期
し
な
い
取
引
先
企
業
の
倒
産
に
よ

る
連
鎖
倒
産
を
防
止
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。

〈制
度
の
特
色
〉

①
加
入
後
六
か
月
を
経
過
し
て
取
引
先

企
業
の
倒
産
に
よ
り
被
害
を
生
じ
た
場

合
は
、
積
み
立
て
た
掛
金
額
の
十
倍
の

範
囲
内
で
無
担
保
、
無
保
証
、
無
利
子

で
貸
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
掛
金
は
、
税
法
上
、
個
人
の
場
合
は

必
要
経
質
に
法
人
の
場
合
は
損
金
に
算

入
さ
れ
ま
す
。

〈加
入
で
き
る
人
〉

①
従
業
員
三
百
人
以
下
ま
た
は
資
本
金

一
億
円
以
下
の
工
鉱
業
の
会
社
お
よ
び

個
人
。

②
従
業
員
百
人
以
下
ま
た
は
資
本
金
-二

千
万
円
以
下
の
卸
売
業
の
会
社
お
よ
び

個
人
。

③
従
業
員
五
十
人
以
下
ま
た
は
資
本
金

一
千
万
円
以
下
の
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業

の
会
社
お
よ
び
個
人
。

④
企
業
組
合
お
よ
び
協
業
組
合
。

⑤
事
業
協
同
組
合
、
同
小
組
合
ま
た
は

商
工
組
合
で
、
共
同
生
産
、
共
同
販
売

な
ど
の
共
同
事
業
を
行
っ
て
い
る
組
合
。

〈
組

問

金

〉

月
々
、
五
千
円
、

一
万
円
、

一
万
五

千
円
、
二
万
円
の
い
ず
れ
か
で
す
。

〈お
間
合
せ
〉

上
田
商
工
会
議
所
(
宮
⑫
四
五

O
O
)

ま
た
は
塩
田
商
工
会
(
宮
⑮
一
三
ハ
一

O
)

川
西
商
工
会
(
宮
⑪
二

O
三
三
)

ご
利
用
く
だ
さ
い

小
企
業
者
の
た
め
の

マ
ル
経
資
金
融
資
制
度

(
無
担
保

・
無
保
証
)

(対
象
者
〉

従
業
員
二
十
人
以
下
の
製
造
業
の
事

業
主
。
従
業
員
五
人
以
下
の
商
業
、
サ

ー
ビ
ス
業
の
事
業
主
。

〈融
資
限
度
額
〉

逆
転
資
金
二
百
五
十
万
円
。
設
備
資

金
三
百
万
円
。

〈金
利
〉

年
七
・

O
%

〈お
間
合
せ
〉

上
田
商
工
会
議
所
指
導
課

(
宮
⑫
四

五
O
O
)

対期

勤
労

後青
期少
講年
座ホ
受 |
講ム
生の

間
U
十
月

1
一一一
月
。

象

HMU歳
ま
で
の
働
く
男
女
。

ι
f
o
J

ι
u
b
f
t
3
8

《

受
け
と
め
た
ら
よ
い
の
か
、
ま
た
、

パ
ッ

ク
包
装
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
考
え

さ
せ
ら
れ
る
問
題
が
多
く
な

っ
て
い

'v
料
理
教
室
A

コ
i
ス
H
H
月
、
火
、
水
曜
コ

l
ス。

定

員

H
H
各
コ

ー
ス
と
も
て
十
四
名。

受
講
料
H
H

一
千
五
百
円

(
六
か
月
八
刀
)

V
茶
道
教
室
(
江
戸
千
家
)
企

コ
ー
ス
H
H
毎
週
火
曜
日
。

定

員

H
H
男
女
各
六
名
。

受
講
料
H

三
千
円
(
六
か
月
分
)

V
民
踊
サ
ー
ク
ル
企

コ
l
ス
H
H
毎
週
月
曜
日
。

定

員

H

男
女
各
五
名
。

会

費

H
H

一
か
月
一
千
円
。

申
込
先
・
お
問
合
せ
H
H
必
ず
来
館
し
て

九
月
末
日
ま
で
に
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
(
宮

⑫
七
一
一
七
)

そ
の
他
H
H
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す。
一

申

込

み

は

早

目

に

一

一
結
婚
衣
装
を
貸
出
し

一

一
〈婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
〉

一

市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
で
は
、
結

婚
火
装
の
貸
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

衣
装
の
柄
、
色
な
ど
は
、
写
兵
に
と

り
、
左
記
の
場
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
利
用
を
希
望
す

る
人
は
、
早
目
に
、
山
浦
源
子
(
中
央

西

了
i

一
l
五
(
丸
堀
)

宮
⑫

二
九

O

O
〕
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
中
央
公
民
館
(
材
木
町

一
宮
⑫

O

義 t~( I 
カ" (J) .f 
あ活用

標
準
地
価
格
を閲

覧

一一小生
ロ地

価
公
示
法
(
昭
和
制
年
法
第
的

号
)
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和

五
十
四
年
地
価
公
示
に
か
か
わ
る
図

書
を
次
に
よ
り
閲
覧
に
供
し
ま
す
。

上

田

市

長

石

井

泉

閲
覧
場
所
H
上
田
市
役
所
企
画
財
政

部
企
画
課

閲
覧
日

1
九
月
十
七
日
聞
か
ら
-
二
年

間
の
各
日
(
日
曜
、
祝
日
、
そ
の

他
市
の
休
日
を
除
く
)

閲
覧
時
間

l
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

正
午
ま
で
と
午
後

一
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

刷
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
担
当
職

H

に
申
出
て
そ
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ

え」

3

0

七
六

O
)

働
く
婦
人
の
家
(
材
木
町

一
宮
⑫

-一

九
八
八
)

上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
中
央

問
宮
⑫
ヒ

e

二
六
--一)

古 無 主
コ 料 語
(日)1目登 官
、E火記 ど

努開 会
会 員豆 、
I易
で

荒10月1日(月)
l1. 



記
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

家
事
H
H
夫
婦
閣
の
紛
争
、
相
続
な
ど

当

日

は

、

市

内

の

司

法

書

士

、

土

地

家

族

問

題

一
切
。

家
屋
調
査
士
が
ご
相
談
に
応
じ
、
秘
密

刑
事
H

刑
事
関
係
の
疑
問
、
不
審
。

は
厳
守
し
ま
す
の
で
お
気
畦

に

お

出

か

少

年

H
困
っ
て
い
る
少
年
。

す
く
だ
さ
λ

。

一

一

u
i
H恥
月

一
日

間

午

前

九

時

か

ら

一

行

方

不

明

の

人

を

捜

す

一

午
後
四
時
ま
で
。

一

相

談

所

を

開

設

一

と
こ
ろ
H

上
回
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ

ー

一

;

一

一
困

っ
て
い
る
こ
と
が
あ

っ
た
ら
一
笹
察
で
は
、
身
元
不
明
の
ま
ま
無
縁

一
何
で
も
相
談
し
よ
う
一
仏
と
し
て
葬
ら
れ
て
い
る
不
幸
な
人
が
、

一

無

料

法

律

一

一
自
主
く
遺
族
の
元
に
引
き
取
ら
れ

一

一

る

よ

う

「

行

方

不

明

の

人

を

捜

す

相

談

一

相

談

開

設

一

所

」

を

開

設

し

て

い

ま

す

。

と

き

H
十
月
五
日
幽
午
前
九
時
1
午

と

き

H

日
曜
日
を
除
く
九
月
末
日
ま

後
三
時
。

で
。
平
日
午
前
八
時
三
十
分

i
午
後

と
こ
ろ
H

上
田
商
工
会
議
所
。

五
時
十
五
分
。
土
曜
日
午
前
八
時
三

相

談

内

容

十

分
j
正
午
。

民
事
H

借
地
。
借
家
。
農
地
。
金
銭
と
こ
ろ
H

県
笹
察
本
部
鑑
識
課
(
県
庁

貸
借
。
商
取
引
な
ど
の
紛
争
。
公
九
階
)

害
問
題
。
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る

お
問
合
せ
H

県
答
窓
小
本
部
鑑
識
課
(
宮
O

損
害
賠
償
。

二
六
二
@

一二
五
一
内
線
二
三
六
三
)

必
ず
受
け
よ
う

犬
の
登
録
と
予
防
注
射

次
の
日
程
に
よ
り
、
犬
の
秋
季
予
防

注
射
と
登
録
(
春
未
登
録
の
犬
)
を
行

い
ま
す
の
で
、
通
知
書
(
ハ
ガ
キ
)
を

持
参
の
う
え
、
最
寄
り
の
会
場
へ
飼
い

犬
を
お
連
れ
く
だ
さ
い
。

注
射
料
H
犬

一
頭
に
つ
き
一
千
四
百
円
。

萱
録
料
U

犬
一
頭
に
つ
き
二
千
円
。

こ
の
帽
間
同
問
中
に
受
け
ら
れ
な
い
人
は
、

だ 昭和54年9月16LI一一一一(6)ーえつr 第 799号 (宮諸島gagg)一一一広報

十
一
月
一
日
肘
か
ら
同
月
十
日

ωま
で

の
聞
に
、
個
別
訪
問
し
て
注
射
を
行
い

ま
す
。
こ
の
場
合
、
訪
問
料
と
し
て
一

頭
に
つ
き
一
千
五
百
円
、
二
頭
目
か
ら

五
百
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

お
問
合
せ
H

公
害
課
環
境
指
導
係
(
宮

⑫
四

一
O
O
内
線
二
九
四
有
線
②

0

・H

ハレ
L

d

d

犬の秋季予防 注 射 と 登 録 日 程 表

辺
下
一
殿
科
一西

田

10月4日(木)

10月5日(釦

西

田

JII 

回塩

10月8日(月)ト

塩

川
城
一
豊
神
一
川
泉

神

第

東

南

部

部



別

注

射

料

H
犬
一
頭
に
つ
き
一
千
四
百
円
。

第

登

録

料

H
犬
一
頭
に
つ
き
二
千
円
。

戸
こ
の
矧
問
中
に
受
け
ら
れ
な
い
人
は
、

一 (7)ー一一昭和54年 9月16日 広報うえだ一一一(盟諸鋭鋭的 第 799号一

熱戦をくりひろげた

学童野球大会

にぎわった

大屋花火大会

お

六⑫ 間
七四 合
ーー せ
---0 11 

0 公
内害
線 課
二 環
九境
四指
有 導
線 係
(2) ~ 

O ft 

8月の市制60周年記念行事

夏
休
み
の
子
供
た
ち
の

健
全
育
成
を
目
的
に

学
童
野
球
大
会

市
制
施
行
六
十
周
年
を
記
念
し
て
、

八
月
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市制60周年記念行事予定表

実施月日 行 事名 ところ と 益、

27日午後1時~付加O分

9月27-30日 盆栽展 市総合)J!示館 28日 29日午前9時~午後4時30分

30日午前9時~正午

10月2日 環境改善セノターしゅん工式 小井田のi足場 午前11時~

10J'12-7日 上回の今昔展 市総合展示館 午前91時~午後4時3l))f

10月7日
県下弓匙た会 市営弓it1場 午前9時~

同年船者ゲ トポノレ大会 市営1包上脱出品 午前8時30分~

10月9日 スポ_'，/上田市民の集い 市民鈴官 午後6時ー

スポ_'，/者1I市宣言 市民会館 午前9時-9時45分
10月10日

市[¥':X運動会 市制盟主仁競拠品 午前9時45分~

10月9-17日 長野県美術展覧会 市民会館、市総合展示館 午前9時~午後4階的f

10月12-15日 農民知市混t:t<<i0周年iIe:念壊 山本鼎~e:制官 午前9時~午後4時3扮

10月13-14日 1む丘展 伊藤ピル

10月28日 SBCラジオri<リ 市民会館

1 0-J121N 1 J 1 1 0日 有丹貌三俗品U展 山本鼎J己令館、博物館 休館日10月31目、11円7日

10月中旬 タイムカプセノレ 問分寺史跡、f伴僻

!i';念式典およひ税賀式 市民会館

0市聴 力労者表彫

0市民憲章、市木、市花の尭費

0姉妹都市提携発表

11月5日

054年 5月 1日生まれm人

にt~.6誠鋭呈

0伸ひゆく上回繍鱈

ポスタ一発表

茶嬬

郷土芸能大会 市民会官官官~Ilか

民踊流し 市内大通リ 一
12月6日

:μyョー槻1I番組
市民会館

l家族そろって歌合城) -

市内のP各勾ヲ〈コ小売庖

でお求めください。

(引制…U~山上M一は
写t兵傘τ工右は記念念、夕パコ (7イルドセフブeン)川l 
写Z其工左は物入れ:記念夕バコ1叩O個お買 l
上げの7方Tにサ一ピスします。 I
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市民の山と

E害者の皆さ

由主-皆 さん

Jしました。

1日現花)

: +227) 

:+ 124) 

『十 103)

実戦さながらの

「たき出しJ r救急法」

日赤十字

研修

8月20日、市中央公民館で約60人の赤十字泰仕団

幹部の皆さんが集まって一日赤十字が行われました。

実戦さながらの「たき出し J i救急法」にみんな汗

だくでがんlまっていました。

つ え

異国の夜を盆踊りで楽しんだ

ルーマニアの若者たち
8月16日、上回世界γf少年友の会の招 きてルーマ

ニアの若者たち 19名ヵ、 l二回市 を訪えL、石井市民 を表

敬訪問しました。

同夜は市役所の!駐 "IL場 で行われた盆 踊リ に 参

加し、やぐら太鼓をたたいたり 「たんこう節」など

を見まねてい踊リ呉国の夜を楽しんていました。

おいしくできた「たき出し」

老後の問題をどう考えるべきかなど熱心に討議

8月26日、上田市社会福祉

犬会が第二中学校体育館を主

会場に 聞かれました。

午前中は四つの分科会に分

J.lて討議を行し、午後、功労者

や団体の表彰、分科会の報告講

演な どが行われました。

暑い日でしたが関係者、市

民的皆さん約700人が集まり、

熱心な討議が行われました。

上岡市社会福祉大会

ル主会場の第二中学校体育
館での討議
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